
「未来志向・異次元」の県市協調に向けた要望 
 
 

 県都である徳島市は、後藤田知事のもとで新たなスタートを切られた徳島県と 

「未来志向かつ異次元」の連携・協調を図り、様々な共通課題の解決を通じて「徳島新時代」

を共に切り拓いて行きたいと考えているところであり、そのキック・オフとして、 

次の「４つの県市協調の取組み」を進めることを、県に要望いたします。 

 

１ 未来志向の県都のまちづくり 

  徳島県の「顔」である県都・徳島市において、県・市が未来志向でまちづくりの 

ビジョンを共有し、連携・協調して中心市街地の活性化や魅力向上等を図る。 

(1) 県民・市民の期待に応えられる機能を有する「文化芸術ホール」の早期完成 

(2) Ｂ１リーグの基準をクリアする「新アリーナ」の早期整備 

(3) ＪＲ徳島駅周辺のあり方を検討し、新たなにぎわいを創出すること 

(4) 遊歩道整備や護岸修景、周遊船運航など「ひょうたん島」を中心とするまちづくり 

(5) 阿波おどりをフックとして徳島をＰＲし、盛り上げていくこと 

 

２ こどもまんなか社会実現に向けた異次元のこども・子育て政策の展開 

  今年度から発足したこども家庭庁が掲げる「こどもまんなか社会」の実現を目指し、 

県内出生数の減少に歯止めをかけ、出生率を反転させるため、県市協調により 

「異次元」のこども・子育て政策の展開を図る。 

(1) 「子どもはぐくみ医療費助成事業」の助成対象年齢の「１８歳」までの拡大と 

  所得制限の撤廃 

(2) 「とくしま在宅育児応援クーポン事業」の県主導での県内全域展開の再開 

(3) その他、こども・子育て支援に関する積極的な事業展開や市に対する支援 

 

３ 国・県・市協調による防災対策の加速化 

  激甚化・頻発する自然災害や切迫する南海トラフ地震などに備えてハード面における 

防災力を一層強化するため、国・県・市の協調により道路整備や河川整備の加速化を図る。 

(1) 高速道路網等の整備促進（徳島南部自動車道・徳島環状道路の整備促進、 

徳島自動車道の早期４車線化） 

(2) 県施行による一般道路事業の推進（国道 438 号のうち城南町から園瀬橋間・ 

県道小松島佐那河内線・県道徳島上那賀線の拡幅改良整備） 

(3) 県管理河川の治水対策（園瀬川・多々羅川・飯尾川）及び地震・津波対策（勝浦川） 

の推進 

 

４ 食品流通・食品衛生等を支える行政サービス機能の維持・強化 

  食品流通・食品衛生に対する県民・市民のニーズにしっかり対応しつつ、県産食品の 

需要拡大等を図るため、県市協調により、必要な行政サービス機能の維持・強化を図る。 

 (1) 徳島市中央卸売市場の再整備による「未来型公設市場」の実現 

(2) 広域的な役割を担っている徳島市立食肉センターの今後のあり方の検討 
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